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N 0 2ガスによる天然染料染色布の変退色

　　　　共立女大家政　　　　　　　　○斉藤昌子・後藤純子・柏木希介

目的ｌ近年大気汚染物質の濃度が高ま0 、これらの物質による染色布の変退色への影響は

　　　見のがすことのできない問題となってきている。また、最近の消費者の草木染に対

　　　する関心の高まりや、美術館・博物館に保存、展示されている染織文化財の管理な

　　　どの点から、大気汚染物質Iの天然染料染色布への影響を知ることは重要なことであ

　　　る。

　　　本研究では、大気汚染物質の中でも濃度の高いNO 8ガスが天然染料染色布の変退色

　　　に及ぼす影響について、NOz濃度、湿度を中心に調べた。

方法：試料には、JIS L 0355でNOzガスによる変退色の指標とされているC. I.Disperse

　　　Blueのアセテート染色布> 5種の植物色素染色布、及びこれらの色素を主要色素と

　　　する草木染染色布（いずれも綿及び絹）を用いた。ボンベに充填されたN02ガスを

　　　一定濃度に希釈し、湿度を変えて試料布を暴露した。暴露前後の色を日立カラーア

　　　ナライザーCA-35を用いて測定し、色差AEを算出した。

結果：草木染染色布のNO:ガスによる変退色の挙動は、その主要色素と同じ挙動を示し、

　　　染料構造グループ毎に退色挙助特性を持つ。いずれの試料においても絹より綿がN02

　　　ガス、湿度の影響が大きく、総暴露量(NO,濃度×暴露時間）が同じ場合には、高

　　　濃度で短時間暴露した場合よりも、低濃度で長時間暴露したものの方が退色が大き

　　　い。

2Ep-2 天然染料の日光堅ろう度改善に関する研究

三重大教育　○木村光雄、　滋賀県短大　道明美保子、清水慶昭

　目的　天然染料の日光堅ろう度の改善については従来からも色々試みられてきたが、未

だこれという決め手は得られていない。我々は前報迄に紫外線吸収剤と金属イオンによる

処理の効果などについて報告し、同時に天然染料の変退色判定に適した測定機器を提案し

たが、これらをさらに進展させることを目的として、アスコルビン酸などの併用効果を測

定すると共に堅ろう度の優れた新しい天然色素の開発を試みた結果について報告する。

　方法　供試天然染料として紫根、西洋茜、印度茜、茶及び紅花を選び、紫根、茜及び茶

については煮沸抽出液で、紅花については黄色素除去後、常法でそれぞれ絹白布及び木綿

白布を染色したが、同時に先に開発した天然染料分散染色法も併用した。なお、紫根及び

茜についてはA皿^゛先媒染を行なった。次に、アスコルビン酸を同浴処理又は後処理する

と共に、Ａ １ 3+、Mg*゛又はNi='゛による処理を行なった。さらに、従来の天然染料の抽

出方法を改良することによる日光堅ろう度改善効果を検討した。

　結果　アスコルビン酸はクェン酸などと同じく天然の紫外線吸収剤であるが、日光堅ろ

う度改善効果はクェン酸とほぼ同等であって、いずれも１～２級程度の改善効果が得られ

た。なお、日光堅ろう度の測定は既報のサンチスターXF-180型を用いて行なった。次に、

例えば、葛の葉からの通常の抽出法による染色結果では低い日光堅ろう度しか得られない

が、アルカリ性での抽出を７～8 回繰り返すことによって、堅ろう度のかなり高い緑色が

得られる（三重県立久居高との共同研究で見出された）が、このような染色方法の改良は

高い堅ろう度を有する新しい天然色素の発見にもつながり得るものと考えられる。
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